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小学校給食費無償化
　

日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団
が
長

年
求
め
て
き
た
小
中
学
校
の
給
食

費
完
全
無
償
化
が
２
０
２
５
年
度

（
令
和
７
年
度
）
か
ら
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
昨
年
度
（
令
和
５
年

度
）
か
ら
無
償
化
さ
れ
、
小
学
生

は
今
年
度
（
令
和
６
年
度
）
か
ら

半
額
が
実
現
。
そ
の
後
も
日
本
共

産
党
市
議
団
は
「
小
学
生
も
完
全

無
償
化
を
」
と
求
め
て
き
ま
し
た
。

市
立
保
育
所
の
存
続
拡
充
を

2025 年
４月から

物
価
高
騰・食
材
費
値
上
げ

物
価
高
騰・食
材
費
値
上
げ

保
育
所
に
財
政
支
援
を

保
育
所
に
財
政
支
援
を

　
田
中
議
員
は
、
民
間
保
育
園
や

市
立
保
育
所
を
訪
れ
、
現
場
の
声

を
十
二
月
議
会
の
代
表
質
問
で
紹

介
。
物
価
高
騰
や
食
材
費
値
上
が

り
で
献
立
づ
く
り
に
苦
労
し
た
り

給
食
費
値
上
げ
を
検
討
中
の
園
も

あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
〜
４
年
度
は
物
価
高
騰

へ
の
公
的
補
助
が
あ
り
ま
し
た
が

今
年
度
は
補
助
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
田
中
議
員
は
「
保
育
園
の
給
食

費
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
市
が

財
政
支
援
を
」と
主
張
し
ま
し
た
。

田中まさき議員が
市長・教育長に代表質問

「
み
と
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
」を
廃
止

「
み
と
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
」を
廃
止

市
民
活
動
の
拠
点
存
続
を

市
民
活
動
の
拠
点
存
続
を

　

土
田
議
員
は
一
般
質
問
で
、
男

女
平
等
参
画
セ
ン
タ
ー
が
入
る
五

軒
町
の「
み
と
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
」

の
廃
止
撤
回
と
施
設
存
続
を
要
求

し
ま
し
た
。
市
は
令
和
７
年
４
月

か
ら
利
用
を
停
止
し
、
そ
の
後
、

解
体
す
る
方
針
で
す
。

　

土
田
議
員
は
「
長
年
に
わ
た
り

市
民
が
利
用
し
て
き
た
文
化
施
設

で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
。

利
用
者
の
声
も
聞
か
ず
議
会
で
の

議
論
も
な
く
一
方
的
な
廃
止
は
許

さ
れ
な
い
。
長
寿
命
化
改
修
や
同

規
模
・
同
機
能
で
の
改
築
を
す
べ

き
」と
主
張
し
ま
し
た
。ま
た
、「
各

室
と
も
音
漏
れ
が
な
く
、
演
劇
や

合
唱
・
吹
奏
楽
団
な
ど
の
練
習
に

も
使
わ
れ
て
い
た
が
、
利
用
者
は

ど
こ
へ
い
け
ば
い
い
の
か
」
と
追

及
。
市
は
「
他
の
市
民
セ
ン
タ
ー

の
利
用
を
案
内
す
る
」
と
答
弁
し

　

中
庭
議
員
は
一
般
質
問

で
、
は
り
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

費
用
助
成
の
拡
充
を
求
め

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
７０

歳
以
上
と
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
を
も
つ
方
が

対
象
で
、
１
回
千
円
の
助

成
券
が
年
間
５
枚
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

中
庭
議
員
は
「
年
間
12

枚
支
給
す
る
自
治
体
も
あ

る
。
水
戸
市
も
枚
数
を
増

や
す
と
と
も
に
障
害
児
や

は
り・き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
拡
充
を

は
り・き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
拡
充
を

土田きよみ議員

中庭由美子議員

日本共産党水戸市議団

田中まさき
議員

中庭由美子
議員

土田きよみ
議員

ま
し
た
。

　

十
二
月
議
会
に
は
水
戸
女
性
会

議
か
ら
、
男
女
平
等
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
安
心
・
充
実
し
た

活
動
が
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備

を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
市
長
が
議
会
に
提
案

し
た
「
男
女
平
等
参
画
セ
ン
タ
ー

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
は
、
日

本
共
産
党
水
戸
市
議
団
は
反
対
し

ま
し
た
が
、
他
の
議
員
の
賛
成
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

在
宅
介
護
の
家
族
も
対

象
と
す
べ
き
」
と
主
張

し
ま
し
た
。
福
祉
部
長

は
「
総
合
的
に
判
断
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

予算要望１７０項目提出
市民アンケートの声にこたえ

Ｌ
Ｄ
通
級
学
級
の
増
設
を

Ｌ
Ｄ
通
級
学
級
の
増
設
を

読
み
書
き
障
害
の
児
童
生
徒
支
援
に

読
み
書
き
障
害
の
児
童
生
徒
支
援
に

　
十
一
月
に
学
習
障
害

な
ど
発
達
障
害
を
も
つ

子
の
保
護
者
で
つ
く
る

親
の
会
が
、
市
長
と
教

育
長
あ
て
に
支
援
拡
充

を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。 

　
水
戸
市
で
は
、
読
み
書
き
に

困
難
が
あ
る
Ｌ
Ｄ（
学
習
障
害
）

　

そ
う
し
た
中
、
十
二
月
議
会
で

高
橋
市
長
が
「
来
年
度
か
ら
小
学

生
の
給
食
費
を
完
全
無
償
化
す
る
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

　

中
庭
議
員
は
一
般
質
問
で
、
小

学
生
の
無
償
化
実
現
を
求
め
る
と

と
も
に
、
給
食
へ
の
地
場
農
産
物

の
一
層
の
活
用
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
実
施
な
ど
内
容
の
充
実
を

の
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
通
級

学
級
が
浜
田
小
学
校
と
第
三
中

学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。

　
田
中
議
員
は
「
支
援
拡
充
の

た
め
通
級
学
級
の
早
急
な
増
設

を
」
と
質
問
。
志
田
教
育
長
は

「
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上
で
設
置

校
を
選
定
し
新
設
に
向
け
て
検

討
し
て
い
る
。
県
に
教
員
の
加

配
や
通
級
指
導
教
室
の
新
設
を

要
望
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
士
確
保
策
の
支
援

拡
充
や
待
遇
改
善
と
と
も
に
、
市

が
民
営
化
や
統
廃
合
を
検
討
し
て

い
る
市
立
保
育
所
に
つ

い
て
、
施
設
の
改
修
・

改
築
を
速
や
か
に
行
っ

て
、
廃
止
で
は
な
く
存

続
拡
充
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

水戸市　５枚
日立市・ひたちなか市 12 枚
常陸大宮市　　　  10 枚
つくば市・土浦市　８枚

はりきゅうマッサージ券
年間交付枚数（１回 1000 円）

助
成
回
数
、対
象
者
の
拡
大
求
め
る

助
成
回
数
、対
象
者
の
拡
大
求
め
る

求
め
ま

し
た
。

！？！？

みと文化交流プラザ
（水戸市五軒町）



無料法律相談
どんな問題でもお気軽に

ご相談ください。

☎０２９(２２１)７４４１
場所：水戸市白梅３ー１３ー８ 
共同ビル１階

主催：日本共産党水戸市議団

1月１8日・2月15日・3月15日
各土曜日・午後1時から　

田中まさき議員

水
戸
市
が
ご
み
袋
値
上
げ
方
針

水
戸
市
が
ご
み
袋
値
上
げ
方
針

若
い
人
も
入
居
可
能
に
す
べ
き

若
い
人
も
入
居
可
能
に
す
べ
き

市
営
住
宅
の
入
居
緩
和
を

市
営
住
宅
の
入
居
緩
和
を

　

土
田
議
員
は
一
般
質
問
で
通
学
路

や
生
活
道
路
の
安
全
対
策
を
要
求
。

　

市
道
１
１
２
号
線
（
上
国
井
か
ら

那
珂
市
に
抜
け
る
常
磐
道
の
側
道
）

は
信
号
が
な
く
車
が
と
ば
す
た
め
横

断
時
に
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
中
線
と
双
葉
台
に
向
か
う

市
道
の
交
差
点
は
通
学
路
で
す
が
、

横
断
歩
道
が
１
辺
だ
け
で
歩
行
者
や

自
転
車
の
横
断
が
危
険
で
す
。

　

土
田
議
員
は
「
通
学
路
で
あ
り
４

辺
す
べ
て
に
横
断
歩
道
が
必
要
。
高

齢
者
も
歩
く
生
活
道
路
で
あ
り
万
全

の
対
策
を
」
と
質
問
。

　

市
は
「
警
察
署
の
基
準
で
設
置
で

き
な
い
場
所
が
あ
る
。
警
察
と
再
度

協
議
し
設
置
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
他

の
安
全
対
策
を
検
討
す
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　

水
戸
市
は
ご
み
袋
な
ど
の
料
金
値
上
げ

を
検
討
し
て
お
り
、
十
一
月
八
日
の
審
議

会
に
値
上
げ
案
を
示
し
ま
し
た
。（
表
）

物
価
高
、家
計
に
追
い
打
ち…

物
価
高
、家
計
に
追
い
打
ち…

　

中
庭
議
員
は
市
営
住
宅
の
入
居
時

の
年
齢
要
件
緩
和
を
求
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
一
人
暮
ら
し
の
場
合
は
原

則
６０
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
入
居
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
居
時
に
約
３０
万

円
も
す
る
風
呂
釜
を
入
居
者
が
取
り

付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

中
庭
議
員
は
「
県
営
住
宅
や
他
市

町
村
は
１８
歳
以
上
か
ら
入
居
可
能

五
中
線
、常
磐
道
の
側
道
が
危
険

五
中
線
、常
磐
道
の
側
道
が
危
険

土田きよみ議員

通
学
路
の
安
全
対
策
を

通
学
路
の
安
全
対
策
を

　

田
中
議
員
は
十
一
月
十
三
日
、
江

尻
か
な
県
議
ら
と
共
に
東
海
第
２
原

発
を
現
地
視
察
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
へ
の
内
部
告
発
で
明

る
み
に
な
っ
た
防
潮
堤
の
施
工
不
良

は
、
一
年
以
上
経
っ
た
今
も
工
事
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
ま
ま
で
す
。

　

田
中
議
員
は
代
表
質
問
で
パ
ネ
ル

を
示
し
「
施
工
不
良
部
を
除
く
と
津

防
潮
堤
施
工
不
良
、雨
水
侵
入
、火
災…
防
潮
堤
施
工
不
良
、雨
水
侵
入
、火
災…

東
海
第
２
原
発
は
廃
炉
に

東
海
第
２
原
発
は
廃
炉
に

田中まさき議員

　

改
定
案
で
は
燃
え
る
ご
み
・
燃

え
な
い
ご
み
袋
（
１０
枚
）
で
２０
ℓ

１
５
０
円
が
２
０
０
円
に
、
４５
リ
ッ

ト
ル
３
０
０
円
が
４
５
０
円
に
、

粗
大
ご
み
５
０
０
円
が
１
０
０
０

円
な
ど
大
幅
ア
ッ
プ
で
、
今
で
も

県
内
最
高
額
な
の
に
更
に
高
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
長
は
十
二
月
議
会
で
「
相
応

の
周
知
期
間
を
設
け
て
実
施
し
て

い
く
」
と
答
弁
し
、
時
期
は
不
明

で
す
が
値
上
げ
す
る
姿
勢
で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
暮
ら
し
に

密
着
し
た
ご
み
袋
料
金
の
値
上
げ

に
反
対
し
中
止
を
求
め
ま
す
。　

だ
。
初
期
費
用
を
抑
え
若
い
人
も
入

居
で
き
れ
ば
市
営
住
宅
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
」
と
主
張
し
、
市
が
風

呂
釜
を
設
置
す
る
事
を
求
め
ま
し

中庭由美子議員

     

中
庭
議
員
は
赤
塚
駅
駐
輪
場
利
用

者
か
ら
の
改
善
要
望
を
質
問
し
ま
し

た
。
赤
塚
駅
南
口
の
駐
輪
場
は
ひ
さ

赤
塚
駅
駐
輪
場

施
設
の
改
善
を

赤
塚
駅
駐
輪
場

施
設
の
改
善
を

土田きよみ議員

　

市
民
会
館
へ
の
不
当
な
税
金
支

出
を
問
う
住
民
訴
訟
は
東
京
高
裁

で
継
続
中
で
す
。

　

１
回
で
結
審
す
る
こ
と
が
多
い

控
訴
審
で
す
が
、
す
で
に
５
回
の

審
理
が
行
わ
れ
、
２
月
に
は
６
回

目
の
公
判
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
で
は
市
の
ず
さ
ん
な
計
画

決
定
過
程
や
異
常
な
税
金
投
入
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

土
田
議
員
は
一
般
質
問
で
「
お

金
が
な
い
か
ら
と
『
み
と
文
化
交

東
京
高
裁
で
第
６
回
公
判

市
民
会
館
へ
の
莫
大
な
税
金
支
出

再
審
法
の
早
期
改
正
求
め
る
意
見
書

再
審
法
の
早
期
改
正
求
め
る
意
見
書

共
産
党
が
提
案
、修
正
案
を
全
会
一致
で
可
決

共
産
党
が
提
案
、修
正
案
を
全
会
一致
で
可
決

た
。
都
市
計
画
部
長
は「
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

し
が
短
く
利
用
者
が
雨
に
濡
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
自
転
車
を
と
め
る

ラ
ッ
ク
の
故
障
が
多
く
、
あ
る
エ
リ

ア
で
は
１
０
０
台
中
２２
台
が
使
用
不

能
で
す
。

　

中
庭
議
員
は
「
多
く
の
市
民
、
高

校
生
が
利
用
し
て
い
る
施
設
で
あ
り

速
や
か
な
改
修
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

波
に
耐
え
る
力
は
４
分
の
１
に
減

る
。
原
電
が
示
す
地
盤
改
良
は
不
可

能
」
と
主
張
。
さ
ら
に
「
非
常
用
発

電
機
室
へ
の
雨
水
侵
入
や
火
災
が
相

次
い
で
い
る
。
管
理
能
力
の
な
い
原

電
に
危
険
な
原
発
を
動
か
す
資
格
は

な
い
。
市
長
が
速
や
か
な
再
稼
働
反

対
表
明
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
市
民
目
線
に
立
ち
厳
し

く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

流
プ
ラ
ザ
』
を
あ
っ
と
い
う
間
に
廃

止
す
る
一
方
、
４
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
つ
く
っ
た
ば
か
り
の
東
町
ア
リ
ー

ナ
は
一
企
業
の
た
め
に
多
額
の
税
金

で
改
修
を
行
う
。
税
金
の
使
い
方
が

お
か
し
い
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

燃えるごみ
燃えないごみ

10㍑
20 ㍑

30 ㍑燃えるごみに を新設

集積所収集 
ごみ袋 10 枚の場合

粗大ごみ 3辺合計
3m未満
3辺合計
3m以上

直接搬入ごみ 10kg
当たり

45 ㍑

現行

150 円
100 円

―

500 円
1000 円

130 円

300 円

改定案
100 円

300 円

200 円

1000 円
2000 円

170 円

450 円

➡

今
で
も
県
内
一
高
い
の
に
！

値
上
げ
方
針
の
撤
回
を

値
上
げ
方
針
の
撤
回
を

ひたちなか市

今でも高い水戸市がさらに！

ご
み
袋

４５
ℓ
１
枚

県内の６割
は

無料です！
そもそも

無料　２８自治体
有料　１６自治体

　

水
戸
市
議
会
は
、
再
審
法
を
改
正
し
、
え
ん
罪

被
害
者
の
救
済
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団
が
提

案
し
修
正
を
経
て
採
択
さ
れ
、
国
に
送
付
さ
れ
ま

す
。
一
方
、日
本
共
産
党
市
議
団
が
提
案
し
た
「
企

業
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
を
求
め
る
意
見
書
」
は

共
産
党
以
外
が
反
対
し
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
水
戸
市
が
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

野
良
猫
の
不
妊
措
置
事
業
の
実
施
を

●
市
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
強
化
を

土
田
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
項
目

水戸市　３０円➡➡４５円
城里町　２５円
　　　　２０円
茨城町　２０円
笠間市　２０円
那珂市　１５円 令和 5年調べ

（水戸市資料より）


